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在宅診療クリニックを開業した経緯
院⻑︓

「最期は⾃宅に帰りたい」という願いをかなえるために何ができる
のかを考え、在宅療養⽀援診療所「かわべクリニック」を開業。

あやか︓

終末期癌患者様が救急搬送され、救急搬送に⾄った経緯や望まない

治療を受けざるを得ない状況を知る中で、在宅医療に関⼼を持ち始
める。

救急での経験を通して、『最期まで住み慣れた⾃宅で療養できる医
療・看護』を 提供するために在宅医療の道へ。

⼤病院を辞めて在宅医療の道へ

在宅看護学＠藍野大学
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看取りへの「苦⼿意識」から「関わる⾃信」へ
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苦しむ⼈への援助と5つの課題
（全体像） 本当に苦しみを聴けていますか︖

苦しみに気が付くには感性が必要

⼈は相⼿をわかったつもりになった瞬間から
相⼿の話を聞かなくなります。

そして、⾃分が良いと思う事を
相⼿のためになると決めつけてしまいます。
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医療・介護従事者に多いブロッキング
• 患者が何を求めているかを把握しないで、⼀⽅的にガ
イダンスをする。

• 興味や関⼼のあることには質問したくなる。
• 間違った考えや⾏動をしていると意⾒を⾔ったり怒りた
くなる。

• ⾃分が正しいと思う⽅向に誘導したくなる。
• ⼀般的な医学的常識に基づいた思い込みや勝⼿な解釈や
憶測で話をする。

• 指導的な⽴場で、上から⽬線で話をする。
• 医学的・薬学的な価値観を押し付けたくなる。
• 治療への意欲が少ないと思うと話す気がなくなる。
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理解するよりも理解者になること
① 私が相⼿を理解しようとする事は⼤切。
② でも、私は相⼿を100％理解することはできない。
③ しかし、相⼿が私を「⾃分の理解者」だと思うこと
は可能性として残る。

④苦しんでいる⼈は、⾃分の苦しみをわかっ
てくれる⼈がいると嬉しい。

⑤ どんな私であれば、苦しんでいる相⼿から⾒て
「わかってくれる⼈」になれるか。
それは「聴いてくれる私」である。
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相⼿から⾒て「わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）」になるための聴き⽅

相⼿から⾒て「わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）」になるための聴き⽅(反復）

「反復」の練習

• 1対1の対応を学ぶ
• ペアを決める
先攻（反復）は聴き役、後攻は患者役

• 役割を交代
• 各⾃役になりきる

♡お願い♡
メモはとらない・語尾「ね」・⽬は閉じない
丁寧に相⼿の⾔葉を反復
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「反復」の練習（基礎）
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「反復」の練習（応⽤） ＜参考＞反復するときの⼿がかり

相⼿から⾒て「わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）」になるための聴き⽅

相⼿から⾒て「わかってくれる⼈
（理解してくれる⼈）」になるための聴き⽅（沈黙）
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沈黙の意味 反復と沈黙

話を聴いているだけで
相⼿の苦しみに

気づくことができますか︖

在宅看護学＠藍野大学

⼈⽣の最終段階における苦しみとは︖
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苦しみの構造 答えられる苦しみ・答えられない苦しみ

穏やかではない理由の1つに、
「なんで私が…こんな⽬にあうの︖」という答えられない

問いかけが含まれます。この苦しみに対する援助を⾔葉にすることは、
⼈⽣の最終段階において最も難しいテーマです

答えられる苦しみは
改善に努めましょう。

苦しみをキャッチする

答えられること答
f
g
h
i
j
k
l

相⼿の苦しみをキャッチする
苦しんでいる⼈は、誰でも苦しみを打ち明けるわけではな
い。わかってくれる⼈にしか苦しみを打ち明けない。

苦しみは、『希望』と『現実』の開きである。

苦しみには、解決できる苦しみと解決できない苦しみに分
けられる。

解決できる苦しみは、解決していきましょう。

どれほど誠実に⽀援にあたっていても、すべての苦しみを
ゼロにすることはできません。
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⼈は苦しみを抱えながら穏やかになれるか︖
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〜⼤切なものを守るために〜
繋ぐいのち、穏やかなエンディングみんなで

在宅看護学＠藍野大学

ご清聴ありがとうございまし
た。

ホームページ QRコード Facebook QRコード
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